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地
域
活
動
に
想
う

　
「
納
涼
祭
」
も
終
わ
り
夕
陽
の
赤
み
が
増
す
こ

の
頃
で
す
。
自
治
会
の
活
動
も
後
半
に
向
か
い「
敬

老
会
」「
体
育
祭
」「
防
災
訓
練
」「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」

と
矢
継
ぎ
早
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

敬
老
会
は
年
々
一
割
程
度
の
方
々
が
対
象
者

と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
私
の
住
む

籠
原
小
学
校
区
で
は
、
児
童
の
数
を
大
幅
に
超

え
る
８
９
０
余
名
の
方
々
が
対
象
に
な
ら
れ
ま

し
た
。

　

体
育
祭
で
は
、
少
子
高
齢
化
を
反
映
し
て
保
・

幼
稚
園
児
の
参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
で
は
、
回
数
を
重
ね
た
こ
と
や
東

日
本
大
震
災
・
各
地
の
土
砂
災
害
で
訓
練
の
有

効
性
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
も

増
え
る
予
感
が
し
ま
す
。

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
で
は
、
散
乱
ご
み
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
犬
・
猫
の
糞
害
に
抗
議
す
る
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

隣
近
所
の
輪
を
広
げ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
培
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
副
会
長

宗
我
部　

悦
功
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会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会

会 長 小林　芳雄

出井会長

　

昨
年
度
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
自
治
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
５
名
が
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
御
冥
福
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
の
な
か
、
震
災
後
、

人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
等
、
市
民
の

取
り
組
み
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
私
た

ち
の
活
動
を
大
き
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
財
政
事
情

の
厳
し
い
な
か
、
広
報
紙
等
配
布
委
託
料
の
増
額
を
し
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
評
価
、
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
熊
谷
市
自
治
会
連
合

会
は
、
更
な
る
地
域
力
向
上
を
目
指
し
、
各
自
治
会
の
連
携

と
情
報
交
換
、
そ
し
て
、
地
域
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
新
し

さ
を
求
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
、
自
治
会
実
態
調
査

結
果
の
活
用
、
新
任
の
自
治
会
長
さ
ん
の
研
修
会
、
自
治
会

の
交
流
と
親
睦
、
そ
し
て
、
健
康
生
活
の
実
現
を
目
指
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、
先
進
地
の
視
察
研
修

を
通
し
た
自
治
会
活
動
の
在
り
方
、
行
政
と
の
連
携
と
情
報

交
換
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

心
の
通
い
合
う
、
安
心
安
全
な
笑
顔
の
あ
る
地
域
づ
く
り

の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
是
非
、
自
治
会
長
さ
ん
の
御
支
援
御
協
力
を
お
願
い

す
る
と
共
に
、
自
治
会
長
さ
ん
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
、
そ

し
て
各
自
治
会
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。
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８
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田
部
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猛

今
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徹
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細
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陽
一

鈴
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博
子

江
端　

平
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熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

会
長
・
副
会
長
の
紹
介

熊
谷
市
自
治
会
連
合
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会
長
・
副
会
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介

自
治
会
長
紹
介

自
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会
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介
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央
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県
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熊
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熊
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町

箱
田
神
明
町
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本石二丁目上　　石

本
石
二
丁
目
第
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本
石
二
丁
目
第
２

本
石
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第
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第
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田　

文
夫

飯
塚　

嘉
明

小
島　

政
博

葛
西　

菊
枝

矢
野　

智
也

大　　幡

新
島

原
島

柿
沼

代大
幡
団
地

柿
沼
団
地

井
出　

孝
一

腰
塚　

養
平

四
分
一
芳
治

飯
田　

昌
義

福
島　
　

満

榎
本　

幹
雄

納
見　

正　

三
沢　

節
男

福
岡　
　

昭

菊
地
修
一
郎

植
竹　

清
治

海
老
原
武
雄

高
荷　

正
夫

野口会長

南　

区
荒　　川吉岡

宮
本
町

見
晴
町

伊
勢
町

砂
堀

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町 自 

治 

会 

名

会
長
名

松
村　
　

旭

片
岡　

福
蔵

松
田　

真
市

山
川　
　

稔

原　
　

邦
夫

加
藤　

俊
夫

野
口　

幸
雄

平
山　

敏
夫

村
岡

万
吉

長
谷
川
征
雄

川
島　

國
勝

宗我部会長

西
２
区

三　　尻

三
尻
西
部

三
尻
中
部

三
尻
東
部

拾
六
間
第
１

拾
六
間
第
２

拾
六
間
第
３

新
堀
新
田

自 

治 

会 

名

会
長
名

島
田　
　

一

田
沼　

良
定

荻
野　

雪
光

久
保　

悦
夫

中
村　

吉
宏

落
合　

喜
彦

野
口　

武
德

吉　　岡

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　

リ
バ
ー
コ
ー
ト
熊
谷

自 

治 

会 

名

会
長
名

奥
田　

信
夫

山
崎　

勝
利

神
谷　

一
幸

古
賀　

和
男

小林隆会長

西
１
区

新　　堀 玉　　井

新
堀
第
１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

玉
井

久
保
島
第
一

久
保
島
第
二

高
柳

県
営
玉
井
団
地

玉
井
中
央

玉
井
在
家

自 

治 

会 

名

会
長
名

大
澤　
　

清

河
原　

勝
利

森
田　

廣
次

森
田　

勝
美

鴨
居　

雅
弘

福
嶋　
　

保

小
池　
　

博

小
林　

正
幸

菅
原　

忠
男

田
熊　

達
雄

秋
田　
　

剛

武
野　

弘
嗣

別　　府

別
府
一
丁
目
五
丁
目

西
別
府

東
別
府

下
増
田

別
府
二
丁
目

別
府
三
丁
目

別
府
四
丁
目

小
林　
　

隆

田
島　

一
久

木
部　

芳
徳

青
木　
　

博

山
口　
　

堯

白
石　
　

正

冨
山　

博
司

久
下
熊
久

久
下
上
区

久
下
下
区

久
下
新
田

太
井

植
松　

義
光

福
嶋　

良
三

石
田　

又
之

三
友　

幸
雄

大
島　
　

明



（４）

小林芳雄会長茂木会長

妻
沼
地
区

妻　　沼

若
宮
・
川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

自 

治 

会 

名

会
長
名

金
井　

貞
夫

金
井　

雅
雄

中
里　

義
一

須
田　

重
雄

　

山　

善
造

鈴
木　

伸
由

米
澤　

秀
夫

柿
沼　
　

勲

大
塚　
　

久

小
林　

正
夫

小
川　
　

進

小
林　

芳
雄

森
谷　

道
夫

神
田　

正
一

茂
木　

久
雄

茂
木　

一
男

内
田　

善
治

稲
村　
　

弘

堀
越　

貞
男

小
林　

政
夫

後
藤　

新
一

森　
　

孝
一

森　

惣
四
郎

蛭
間　
　

清

兒
嶋　

孝
憲

羽
鳥　

一
雄

長
末　

孝
之

東
城
英
由
樹

渡
邉　

和
郎

田
中　
　

博

角
田
正
三
郎

男　　沼

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

上
小
島

下
小
島

自 

治 

会 

名

会
長
名

奈
良
原
壯
德

神
藤　

和
裕

谷
鹿　

光
計

小
林　

岩
男

小
林　

邦
博

太　　田

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵
団
地

原
井

市
ノ
坪

江
黒　

邦
夫

荻
原　

征
雄

蛭
川　

隆
市

江
黒　

行
雄

田
沼　

利
之

有
賀　

武
次

石
川　

順
省

井
上　

善
司

内
田　

正
夫

福
島　

秀
明

川
田　

久
夫

永
島　

紀
男

本
間　

勝
則

新
井　

英
一

藤
田　

英
嗣

長　　井

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

高
橋　

新
衛

茂
木　

昭
一

今
村　
　

博

石
井　

大
三

新
井　
　

努

羽
鳥　
　

廣

柿
沼　

彌
久

長
島　

健
治

吉
野　

良
夫

森
田　

安
吉

戸
井
田　

一

神
田
太
喜
夫

茂
木　

進
一

木
村　
　

令

石
原　
　

誠

細
谷　

憲
司

国
安　

利
幸

塚
田　

勝
一

秦

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

大
島　

克
彦

鈴
木　

勝
也

角
田　

恵
一

吉
川　

勝
利

春
田　
　

明

小澤会長

大
里
地
区

大　　里

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

自 

治 

会 

名

会
長
名

穴
水　

義
弘

深
作　

豊
治

清
水　
　

矢
島　
　

彰

奥
平　

義
夫

大
久
保　

博

小
澤　

萬
平

齊
藤　

利
男

田
口
富
士
雄

大
島　

正
彦

手
島　

義
郎

小
池　

武
夫

田
中　

正
勝

菅
間　

庄
次

矢
島　

君
夫

小
島
直
次
郎

金
井　
　

裕

大
島　

建
治

大
木　

達
晃

長
島　

貞
夫

藤
野
裕
美
子

佐
藤　
　

学

山
下　

将
樹

田
生　

維
子

橋本会長

江
南
地
区

成
沢

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

自 

治 

会 

名

会
長
名

廣
澤　

紀
夫

畠
山　

正
憲

春
日
千
恵
子

原
田　

秀
男

関
口　

克
己

柴
田　

忠
典

深
津　

松
久

柴　
　

芳
雄

馬
場　
　

攻

　
　
　

昭
一

　

田　

弘
義

坂
田　
　

旭

橋
本　

敏
男

橋
本　
　

弘

橋
本　

竹
正

吉
田　

文
雄

野
呂　

茂
男

駒
井　

壮
一

中
村　

雅
夫

関
口　

治
男

福
島　

壮
吉

馬
場　

正
美

相
原　

忠
雄

谷　
　

昌
篤

江　　南

平
成

２５
年
９
月
１
日
現
在

※
色
付
は
地
区
連
合
会
長

全
自
治
会
数　

３
６
５
自
治
会

い
ざ
と
い
う
時
、
頼
り
に
な
る

人
が
身
近
に
い
ま
す
か
？

例
え
ば
、
災
害
が
起
き
た
と
き

に
は
、
隣
近
所
の
人
た
ち
の

助
け
合
い
が
必
要
で
す
。

便
利
な
世
の
中
に
な
り
、も
し
も

の
時
の
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

日
頃
か
ら
の
ご
近
所
同
士
の

交
流
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
自
治
会
へ
の
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

秦

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬 自 

治 

会 

名

会
長
名

加
藤　

吉
正

嵯
峨　

英
二

渡
邊　

近
二

船
田　

昭
介

増
田　

征
一

森　
　

春
雄

羽
鳥　

信
次

尾
崎　

利
雄

宮
越　

政
雄

荻
野　

俊
行



市
役
所
通
り
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
へ
の
回
顧

市
役
所
通
り
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
へ
の
回
顧

（５）

元
町
自
治
会
連
合
会
会
長

中
村　

良
造

今夏のアンダーパスのにぎわい

　

私
達
元
町
自
治
会
連
合
会
は
星
川
を
境
に
南
北
に
広
が

っ
た
エ
リ
ア
で
、
元
町
第
１
か
ら
第
６
ま
で
の
６
自
治
会

で
成
り
立
っ
て
お
り
、
全
世
帯
数
は
２
４
０
戸
で
す
。
各

自
治
会
と
も
一
年
を
通
じ
て
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
長
年
地
域
に
密
着
し
て
い
る
市
役
所
通
り
の
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
車
道
用
地
下
道
）
に
つ
い
て
記
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�

　

今
か
ら

１０
数
年
前
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
無
か
っ
た
こ
ろ
、

市
役
所
か
ら
真
っ
直
ぐ
南
へ
向
か
っ
た
先
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
は

通
称
開
か
ず
の
踏
切
と
い
わ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
開

く
の
を
じ
っ
と
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

皆
こ
の
コ
ー
ス
を
避
け
る
の
で
、
通
行
量
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
道
路
の
セ
ン
タ
ー
に
大
き
め
の
グ

リ
ー
ン
・
ベ
ル
ト
が
あ
り
、
点
々
と
し
ゅ
ろ
の
木
が
あ
っ

た
風
景
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
完
成
す

る
１０
年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
、
前
述
の
踏
切
改
良
工
事
の

市
説
明
会
が
元
町
地
区
で
行
わ
れ
、
そ
の
青
写
真
を
見
て

驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
当
初
案
は
、
お
祭
り
広

場
を
起
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ
線
路
を
ま
た
ぐ
大
陸
橋
を
建
設
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
し
か
す
る
と
、
勾
配
が
急
な

た
め
国
道

１７
号
近
く
が
起
点
に
な
る
か
も
…
…
と
地
域
住

民
は
不
安
で
日
夜
そ
の
話
で
も
ち
き
り
で
し
た
。
そ
の
後
、

熊
谷
市
の
御
尽
力
の
お
蔭
で
、
陸
橋
で
は
な
く
現
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
工
事
と
な
り
、
多
く
の
市
民
は
心
か
ら
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

　

平
成

１１
年
３
月
、
５
年
間
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事
が
よ

う
や
く
完
了
し
、
ま
た
４
年
後
の
平
成

１５
年
６
月
に
久
下

新
大
橋
が
完
成
、
こ
れ
を
機
に
市
役
所
通
り
や
そ
の
周
辺

は
目
に
見
え
て
車
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
春
は
桜
、
夏
は

花
火
見
物
で
熊
谷
堤
を
目
指
し
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
歩
道
は

人
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
良
い
環
境
に
大
勢
の
市
民
が
集
う
、

こ
れ
こ
そ
市
と
市
民
が
願
う
理
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
車
の
流
れ
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
、
救
急
車
、
消
防

車
、
パ
ト
カ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
現
場
に

向
か
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
安
心
、

安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
深
夜
を
問
わ
ず
出
動
す
る
関
係
者
の

御
尽
力
の
お
蔭
で
す
。
自
治
会
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
に
な
り
ま
す
が
、
７
月
１

日
よ
り
市
役
所
通
り
か
ら
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
ま
で
の
左
右
道
路
に
設
置
の
パ
ー
キ

ン
グ
メ
ー
タ
ー
が
廃
止
に
な
り
、
一
部

市
役
所
付
近
、
郵
便
局
前
あ
た
り
に
駐

車
可
能
な
白
枠
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
お
確
か
め
下
さ

い
。

　

時
の
流
れ
と
と
も
に
私
達
の
身
の
回
り
も
変
わ
り
ま
す
。

自
治
会
も
和
と
協
調
を
第
一
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

アンダーパス



（６）

◇
別
府
自
治
会
連
合
会
◇

　
　
　

会
長

小
林　
　

隆

　

別
府
は
熊
谷
市
の
西
部
に
位
置
し
、
深
谷
市
幡
羅
地
区

に
接
す
る
世
帯
数
２
、５
７
３
世
帯
の
地
域
で
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
よ
り
東
別
府
、
西
別
府
、
下
増
田
の
３

地
区
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
４５
年
に

南
部
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
、
別
府
一
丁

目
〜
別
府
五
丁
目
が
新
た
に
加
わ
り
、
現
在
７
つ
の
自
治

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
別
府
地
区
に
伝
わ
る
昔
ば
な
し
の
一

つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

別
府
氏
は
忍
城
主
成
田
氏
等
と
と
も
に
熊
谷
地
方
を
拠

点
と
し
た
中
世
武
士
団
の
藤
原
四
家
の
一
員
と
し
て
４
０

０
年
以
上
別
府
を
支
配
し
て
き
ま
し
た
。

　

別
府
氏
の
活
躍
は
「
平
家
物
語
」
や
「
吾
妻
鏡
」
そ
の

他
多
く
の
書
物
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
田
氏
の
菩

提
寺
、
上
之
・
龍
淵
寺
に
伝
わ
る
「
成
田
記
」
に
以
下
の

哀
れ
な
話
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。（
以
下
、
成
田
記
か
ら
引
用
）

　

別
府
長
清
の
次
男
清
勝
の
妻
松
女
は
、
壬
生
帯
刀
の
娘

で
、
生
ま
れ
な
が
ら
非
常
な
美
人
で
見
る
者
は
誰
で
も
心

迷
う
程
だ
っ
た
。

　

清
勝
の
妻
と
な
っ
て
仲
睦
ま
じ
く
し
て
い
た
所
を
豊
臣

秀
吉
に
よ
る
関
東
征
伐
の
騒
動
が
起
こ
り
、
長
男
小
太
郎

は
忍
に
残
り
、
次
男
小
次
郎
清
勝
は
父
尾
張
守
と
共
に
小

田
原
に
出
陣
し
た
。

　

松
女
は
袖
を
絞
っ
て
別
れ
、
夕
よ
り
夜
は
泣
き
明
か
し
、

昼
は
ひ
ね
も
す
想
い
暮
ら
し
、
南
に
飛
ぶ
燕
を
見
て
は
清

勝
の
居
る
方
へ
行
く
と
う
ら
や
み
、
北
に
帰
る
雁
を
見
て

夫
の
手
紙
も
来
な
い
か
と
思
い
、
早
く
戦
い
の
終
わ
る
日

を
一
日
千
秋
と
待
っ
て
い
た
。
春
が
去
り
、
夏
が
来
て
も

夫
が
帰
っ
て
来
な
い
の
を
歎
い
て
い
た
。

　

別
府
の
小
姓
浅
山
平
司
は
、
松
女
の
美
し
さ
に
魂
迷
い
、

折
々
恋
文
な
ど
を
送
っ
た
が
、
松
女
は
手
に
も
し
な
い
の

で
、
平
司
の
想
い
は
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

五
月
雨
に
時
鳥
一
声
鳴
い
た
の
で
、
縁
側
に
出
て
空
を

な
が
め
て
い
る
と
、
平
司
が
そ
ば
に
来
て
、
色
々
と
か
き

く
ど
い
た
。
そ
の
中
で
、
今
は
亡
き
人
を
慕
う
て
も
仕
方

が
な
い
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
の
で
、
松
女
は
驚
き
、
世

に
亡
き
人
と
は
誰
ぞ
と
い
う
と
、
平
司
は
あ
な
た
に
は
隠

し
て
い
る
が
、
清
勝
殿
は
小
田
原
で
討
死
し
た
と
偽
っ
て

話
し
た
。
松
女
は
驚
歎
し
、
夜
ふ
け
静
ま
っ
て
か
ら
、
文

を
書
き
自
害
し
て
し
ま
っ
た
。

　

女
中
は
松
女
の
自
害
し
た
姿
を
見
て
驚
き
家
中
に
報
せ
、

色
々
介
抱
し
た
が
そ
の
甲
斐
も
な
か
っ
た
。

　

か
た
わ
ら
に
書
置
き
が
あ
っ
た
の
で
見
る
と
、
清
勝
が

討
死
し
た
上
は
、
こ
の
世
に
残
す
こ
と
は
な
い
。
す
み
や

か
に
自
害
し
た
の
は
、
日
こ
そ
替
っ
て
後
れ
て
も
、
冥
途

の
道
は
遠
い
の
で
、
急
げ
ば
追
い
つ
い
て
、
死
出
の
旅
路

に
伴
わ
ん
と
書
い
て
、

　

又
浅
山
平
司
の
事
も
書
い
て
あ
る
の
で
、
平
司
を
捜
し

た
が
、
は
や
行
方
知
れ
ず
、
な
き
が
ら
を
埋
葬
し
て
、
卒

塔
婆
一
本
の
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

あ
わ
れ
む
べ
し
、
松
女
は
、
一
言
の
偽
り
を
聞
い
て
た

ち
ま
ち
白
刃
に
伏
し
、
貞
節
の
操
を
た
て
た
が
、
憎
む
べ

き
は
浅
山
の
不
義
の
邪
計
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

資
料
提
供　

別
府
公
民
館　

高
橋　

勇 

氏

 

別
府
清
勝
の
妻
・
松
女
の
悲
劇

「
東
別
府
館
址
」
標
柱

東別府館跡に建つ東別府神社

東別府館土塁跡
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私
の
家
は
新
島
で
も
古
く
、
江
戸
時
代
か
ら
住
ん
で
お

り
ま
す
。
今
か
ら

２０
年
前
に
土
蔵
の
壁
が
落
ち
た
た
め
、

大
谷
石
の
蔵
に
建
て
替
え
ま
し
た
が
、
建
て
替
え
の
際
、

蔵
の
中
を
整
理
し
て
い
る
と
古
い
書
物
が
多
く
出
て
き
ま

し
た
。
古
い
和
紙
に
新
島
村
の
地
図
が
描
か
れ
た
も
の
が

あ
り
、「
字
、
道
祖
神
、
大
天
白
、
芝
符
、
箱
根
、
小
林
、

戸
井
下
、
屋
敷
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
女
房
に
話

を
す
る
と
、
執
筆
は
大
変
だ
ろ
う
け
ど
元
気
を
出
し
て
、

「
新
島
右
近
」
の
為
に
と
背
中
を
押
さ
れ
、
ペ
ン
を
と
り
ま

し
た
。

　

新
島
村
は
初
め
玉
井
村
の
地
で
し
た
が
、
文
禄
年
間
（
１

５
９
２
〜
１
５
９
６
年
）
に
新
島
右
近
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
た
め
地
名
を
新
島
と
名
付
け
ら
れ
た
と
云
わ
れ
て
い

ま
す
。
初
め
は
天
領
で
し
た
が
寛
文
年
間
（
１
６
６
１
〜

１
６
７
２
年
）
に
旗
本
戸
田
藤
兵
衛
の
領
地
と
な
り
、
明

治
維
新
後
、
大
里
郡
の
二
村
と
幡
羅
郡
の
二
村
が
合
併
し

大
幡
村
が
で
き
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

右
近
は
当
地
の
開
発
と
併
せ
て
寺
社
の
建
立
に
も
力
を

入
れ
、
地
内
の
中
心
部
に
あ
る
「
新
照
寺
」、「
大
雷
神
社
」

も
新
島
右
近
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
派
は
浄
土
宗
、
山
号
は
浄
観
山
（
松
原
院
）、
御
本
尊

は
阿
弥
陀
如
来
、
文
禄
年
間
に
集
落
の
ほ
ぼ
中
程
に
創
立

さ
れ
、
開
基
は
新
島
右
近
、
開
山
は
玄
良
上
人
で
中
興
開

山
は
願
挙
上
人
で
す
。
新
照
寺
に
は
「
一
つ
灸
」
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
灸
は
薬
師
伝
と
呼
ば
れ
、
新
島
村
を

初
め
、
坪
井
村
、
久
保
島
村
、
玉
井
村
な
ど
か
ら
大
勢
の

人
々
が
通
っ
て
繁
盛
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
新
照
寺
に

は
、
慶
長
年
に
没
し
た
右
近
の
霊
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

大
雷
神
社
は
、
主
神
・
別
雷
命
を
祀
る
神
社
で
す
。
現

在
の
よ
う
に
大
雷
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
、
拝
殿
に
か
か
る
額
（
文
政
７
年
・

１
８
２
４
年
）
に
は
「
大
電
八
公
宮
」
と
あ
り
、
風
土
記

稿
に
も
「
大
電
八
公
社
、
村
の
鎮
守
な
り
」
と
載
っ
て
お

り
ま
す
。
明
治
８
年
に
村
社
に
な
り
、
同
４２
年
、
地
内
に

あ
っ
た
稲
荷
神
社
、
箱
根
神
社
、
大
巳
貴
社
、
道
祖
神
社

の
４
社
が
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
社
号
額
に
あ
る
「
大
電
八

公
宮
」の
社
名
は
鎮
座
地
の
小
名
で
江
戸
期
に
大
天
白
の
信

仰
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
安
産

の
信
仰
で
、
も
う
一
つ
は
悪
性
の
風
邪
と
ジ
フ
テ
リ
ア
を

　

治
す
も
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
最
近
、
新
島
右
近
が
新
島
を
開

墾
し
た
と
い
う
証
の
板
碑
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。
平
成

２０
年
４
月

１１
日
午
後
２
時
４０
分
頃
、
新
島
家
、

外
堀
農
業
用
水
工
事
中
、
地
上
よ
り
約

６０
㎝
下
の
川
底
よ

り
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
板
碑
は
北
向
き
に
伏
せ
て
あ
り
、

重
さ
は

１０
㎏
程
で
し
た
。

　

私
は
、
歴
史
と
い
う
も
の
は
、
人
間
が
作
り
そ
の
名
を

後
世
に
残
し
、
残
さ
れ
た
地
域
の
人
々
が
教
訓
と
し
て
後

世
に
語
り
継
が
れ
て
ゆ
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
人
々
と
と
も
に
地
域
資
源
を
守
り
継
承

し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

新　

照　

寺

 

大  

雷  

神  

社

 

板
碑
発
見
さ
れ
る

わ
け
い
か
づ
ち
の
み
こ
と

だ
い
て
ん
は
く
ぐ
う

だ
い
て
ん
は
く

新
島
自
治
会

会
長

井
出　

孝
一

新

島

右

近

の

歴

史

新

島

右

近

の

歴

史

大雷神社

板碑発見場所

新照寺
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平
成

２５
年

１０
月
発
行

発
行　

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

ひ　

ろ　

ば

第　

１４　

号 編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
い
た
上
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
度
々
降
る

な
ど
、
様
々
な
異
常
気
象
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
９
月
１６
日
に
は
、

熊
谷
市
内
に
竜
巻
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害
の
甚
大
さ
に
よ

り
私
達
は
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
ば
」
も
第
１４
号
を
数
え
、
今
号
は
特
に
各
地
区
の
特
色
あ

る
歴
史
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
歴
史
を

大
切
に
し
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
会
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
大
切
な
地
域

の
歴
史
を
若
い
人
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
い
、
受
け
継
い
で
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
御
多
用
の
中
御
寄
稿
頂
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
各
自
治
会
の
発
展
と
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
副
会
長　

野
口
幸
雄

　６月２６日（水）、
本年度新しく自治会
長になられた方を対
象に、新任自治会長
研修を開催しました。
　研修には、９３名
の自治会長の参加が
あり、自治会制度、
連合会の事業、自治
会に関連する市事業などの説明のほか、「自治会活動の実態」と
題して、自治会連合会の小林芳雄会長、宗我部副会長を講師と
して、自治会活動の状況をご紹介いただきました。

　８月２１日（水）、熊谷市立商工会館
大ホールにおいて、熊谷市内交通死
亡事故「０（ゼロ）」日数２００日達成 
感謝状贈呈式が開催されました。自
治会連合会の交通安全活動に対し、
熊谷市及び熊谷警察署から、感謝状
の贈呈が行われました。

妻沼会場

新任自治会長研修新任自治会長研修

熊谷市内交通死亡事故「0（ゼロ）」日数200日達成 感謝状贈呈式熊谷市内交通死亡事故「0（ゼロ）」日数200日達成 感謝状贈呈式

平成25年度熊谷市自治会連合会総会平成25年度熊谷市自治会連合会総会

　５月２３日（木）、大里生涯学習センター「あ
すねっと」において、自治会長約２００名
の出席のもと、熊谷市自治会連合会総会
を開催しました。
　総会では、小林会長があいさつを述べ
た後、肥塚雀宮自治会本間会長が議長に
選出され、以下の議案が承認されました。
議題
・平成２４年度事業報告及び決算報告
・役員選出（案）
・平成２５年度事業計画（案）及び予算（案）

　続いて、富岡市長及び新井正
夫前市議会議長からご祝辞をい
ただき、永年自治会活動に功績
のあった自治会長に対し、感謝
状が贈呈されました。

謹んでお悔やみ申し上げますと共に
ご冥福をお祈り申し上げます。

◆龍前　二郎さん　鎌倉町自治会長
　　　　　　　平成２５年３月３日　逝去

◆吉野　一夫さん　日向下自治会長
　　　　　　　平成２５年３月１４日　逝去

訃　報




